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〔注　意〕

1. 問題冊子および解答用冊子は，試験開始の合図があるまで開いてはいけない．

2. 受験番号は，解答用紙の受験番号欄（計 10か所）に正確に記入すること．

3. 問題本文が脱落している場合は直ちに申し出ること．

4. 解答用冊子には表紙 1枚と解答用紙 5枚と白紙 2枚が一緒に折り込まれてい
る．解答用紙をミシン目に従って切り離すこと．

5. 解答（途中の計算，推論等を含む）は，指定された解答用紙の指定された場所
に記入すること．指定された解答用紙の指定された場所以外に記入した解答は
無効とする．

6. 問題冊子の余白は下書きに使用してもよい．

7. 解答用紙は持ち帰ってはいけない．

8. 問題冊子，および解答用冊子の表紙・白紙は持ち帰ること．
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（下 書 き 用 紙）
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（下 書 き 用 紙）
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1 　　 放物線 C : y = x2 上の点 A1 (a1, a21) , A2 (a2, a22) , A3 (a3, a23) , . . . を，Ak+2

（k ≧ 1）における C の接線が直線 AkAk+1 に平行であるようにとる．ただし，
a1 < a2とする．三角形AkAk+1Ak+2の面積を Tkとし，直線A1A2とCで囲まれた
部分の面積を Sとする．このとき次の問いに答えよ．

(1)
Tk+1

Tk
を求めよ．

(2) lim
n→∞

n∑
k=1

Tkを Sを用いて表せ．

（配点率 20 %）

2 　　 行列 A = 1
2

cos π
3

− sin π
3

sin π
3

cos π
3

の表す 1次変換を f とする．点 P
(
16
√
3, 16

)
をとり，P1 = f(P)，Pn+1 = f(Pn)（n = 1, 2, 3, . . .）とする．正の整数 kに対し
て，次の条件をみたす領域をDkとする．

x < 0, y < 0,
√
3 x+ y ≦ −2−k

このときDkに含まれる Pnの個数を kで表せ．

（配点率 20 %）
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（下 書 き 用 紙）
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3 　　 αを 2次方程式 x2 − 2x− 1 = 0の解とするとき，(a+ 5α)(b+ 5cα) = 1をみた
す整数の組 (a, b, c)をすべて求めよ．ただし，必要ならば

√
2が無理数であること

は証明せずに用いてよい．

（配点率 20 %）
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（下 書 き 用 紙）
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4 　　 平面上の三角形OABを考え，辺ABの中点をMとする．

−→
a =

−→
OA
−→
OA

,
−→
b =

−→
OB
−→
OB

とおき，点 Pを−→
a ·

−→
OP = −

−→
b ·

−→
OP > 0であるようにとる．直線OPに Aから下

ろした垂線と直線OPの交点をQとする．

(1)
−−→
MQと−→

b は平行であることを示せ．

(2)
−−→
MQ = 1

2
(
−→
OA +

−→
OB )であることを示せ．

（配点率 20 %）
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（下 書 き 用 紙）

— 9 —



5 　　 n = 1, 2, 3, . . .に対して，y = log(nx)と
(
x− 1

n

)2

+ y2 = 1の交点のうち第 1

象限にある点を (pn, qn)とする．

(1) 不等式 1 − q2n ≦ (e− 1)2

n2 を示すことにより， lim
n→∞

qn = 1を証明せよ．ただ
し，eは自然対数の底である．

(2) Sn =

∫ pn

1
n

log(nx) dxを pnで表せ．

(3) lim
n→∞

nSnを求めよ．

（配点率 20 %）
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